
ITLS コース開催に際した注意事項 
 
新型コロナウイルス感染防止対策として、下記の注意事項をインストラクター、

受講者を問わず、厳守下さい。 
 
１．  インストラクター、受講生ともに、やむを得ない場合を除き、全員マス

ク着用でご参加下さい。マスクは不織布マスクとし、ウレタンや布製マス

クは不可とします。 
 

２．  受付にてＩＴＬＳ問診票の提出及び検温をしてください。支部にて非

接触型体温計測機を準備いたします。 
 

３．  飲料はペットボトル（お茶１人 500cc１本等）とし、紙コップは使用し

ないようにしてください。また、オアシスでのお菓子は個別梱包されたも

のを準備し、それ以外はコンビニ、自動販売機等を利用下さい。 
 

４．  会場入口に消毒液を準備し、入室時は必ず手指消毒を実施し、適時消毒

できるよう各ブースに配置して下さい。 
 

５． 会場には二酸化炭素検知器を配置し適正な状態になるように適時換気を

し、管理をお願いします。（会場は換気ができる施設を設定し 1000ppm
以下になるように換気の管理を行う） 
 

６．  会場はフィジカルディスタンスを考えた配置をすること。実習の際は

受講者どうしが近接する場合があり、マスクは十分にフィットするよう

に指導願います。原則として出来る範囲で人との距離を保って下さい。 
 

７．  プレゼンターは受講生に質問等を投げかける際、マイクの手渡しはし

ないで下さい。また、次の講義に入る際には必ずマイクを消毒するか、交

換して下さい。（２本目のマイクは消毒して準備してください） 
 

８．  午後からの実技では、必ずディスポグローブ（コースで準備）を着用し、

そのセッションが終了次第破棄して下さい。また、シナリオステーション

やスキルステーション、実技試験ステーションにおいて、必要に応じてフ

ェイスシールドやゴーグルの着用をお願いします。 



 
９．  休憩中はフィジカルディスタンスを意識し、不必要な会話はご遠慮願

うよう指導をお願いします。昼食は黙食をおねがいします。 
 

１０． 感染者が発生した場合に備えて受講者、インストラクター、タスク等の

コースに参加された方々を追跡できるようにしておいてください。 
 

１１． 最後に上記以外でも医療に携わる者として各自感染防止を意識した行

動をお願いします。特にインストラクターは他の模範となるよう行動に

は十分気を付けてください。 
 

以上、皆様のご理解とご協力をよろしくお願いします。 


